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２

　

第
５
回
定
例
会
は
９
月
５
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
の
30
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
令
和
３
年
度

日
南
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
合
わ
せ
て
30
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
16
ペ
ー
ジ
か
ら
の
「
審
議
結
果
一
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　 特　　定　　財　　源
　
　
等

歳  入

歳  出

義
　
務

　的　経　費

　
　
一
　
般

　
財　
源

差引決算収支 10億405万円

そ
　
の
　
他
　の　経　費

投資的経
費

都道府県支出金
9.3％

市債 8.5％

その他 16.1％

特定財源等

使途が特定されて
いない財源
　 44％

一般財源

社会資本の整備に要する経費
11.6％

投資的経費

人件費 12.8％

扶助費 21.8％

公債費
7.7％

普通建設事業費
10.2％

災害復旧事業費
1．4％

物件費
15.3％

補助費等
11.0％

繰出金 7.6％

その他
12.2％

地方税 14.3％

地方消費税
交付金 3.3％

地方交付税 24.8％

国庫支出金
18.8％

繰入金
2.8％

財産収入
0.5%

その他 1.6％

一般会計決算の内訳

　

認
定
第
１
号
「
令
和
３
年
度
日
南
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
」
な
ど
決
算
認
定
11
件
、
決
算
関

係
議
案
２
件
を
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
お
い
て
３
日
間
の
日
程
で
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

決
算
の
分
科
会
審
査
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
４
ペ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出

総
額
と
令
和
４
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
を
差
し
引
い
た
10
億
４
０
５
万
円

が
、実
質
の
黒
字
収
支
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
活
保
護
業
務
に
お
い
て
、
不
適
切

な
事
務
処
理
が
発
覚
し
、
生
活
保
護
費

の
過
大
支
給
及
び
過
少
支
給
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
主
な
理
由
と

し
て
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
不
認

定
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
決
算
の
概
要

第５回定例会
令和３年度令和３年度

一般会計決算を不認定一般会計決算を不認定

使途が特定の目的に
限定されている財源
　　 56％

義務的経費
支出が義務づけら
れた経費

42.3％



鈴
村 

和
枝
議
員

　

福
祉
課
の
生
活
保
護
業
務
に
お
け
る

不
適
切
な
事
務
処
理
に
つ
い
て
、、
令
和

４
年
度
よ
り
過
大
支
給
分
の
返
還
請
求

と
過
少
支
給
分
の
追
加
支
給
を
行
っ
て

い
く
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
来
不
適
切
な
事
務
処
理
が
行
わ
れ

な
け
れ
ば
、
決
算
上
の
金
額
は
令
和
３

年
度
分
で
返
還
を
求
め
る
金
額
が
減
算

さ
れ
、
追
給
分
が
加
算
さ
れ
て
い
る
も

の
が
正
し
い
決
算
で
あ
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。

井
福 

秀
子
議
員

　

生
活
保
護
業
務
の
不
適
切
な
事
務
処

理
で
、
３
年
間
で
過
大
支
給
が
46
世
帯
、

過
少
支
給
が
34
世
帯
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

原
因
と
し
て
、
第
１
に
生
活
保
護
は
、

最
後
の
命
綱
で
あ
る
認
識
の
欠
如
、
第

２
に
短
期
間
で
人
事
異
動
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
第
３
に
担
当
者
は
じ
め
当
局

幹
部
の
３
年
間
の
見
過
ご
し
が
あ
り
、

市
長
、
当
局
幹
部
の
責
任
は
重
大
で
す
。

3
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〔
歳
入
〕

　

歳
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
８
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
臨
時
経
済
対
策
費
等
の
創

設
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
増
、
篤
志
家

等
か
ら
の
寄
附
金
や
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
が
増
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
は
、
市
町
村

た
ば
こ
税
や
、
入
湯
税
が
増
と
な
っ
た

も
の
の
、
市
民
税
の
う
ち
の
個
人
均
等

割
や
固
定
資
産
税
な
ど
が
減
と
な
っ
た

た
め
、
全
体
で
０
・
２
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。　

〔
歳
出
〕

　

歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
５
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事

業
や
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
給
付
事
業
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
費
を
含
む
災
害
復
旧
事
業
費
、
新
庁

舎
建
設
事
業
や
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強

化
整
備
等
特
別
対
策
事
業
な
ど
の
増
加

に
伴
う
普
通
建
設
事
業
費
が
増
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

性
質
別
で
は
、
義
務
的
経
費
が
人
件

決
算
審
査
特
別
委
員
会

費
や
扶
助
費
の
増
な
ど
に
よ
り
12
・
２
％

の
増
、
そ
の
他
の
経
費
に
つ
き
ま
し
て

は
、
物
件
費
が
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

事
業
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業
な
ど
の
増
に

よ
り
16
・
９
％
の
増
、
積
立
金
が
油
津

文
化
遺
産
振
興
戸
村
基
金
管
理
費
な
ど

の
増
に
よ
り
、
１
５
８
・
５
％
の
増
な

ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

各
分
科
会
に
お
け
る
審
査
状
況
は
、
４

ペ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和3年度会計別決算の状況
（単位：千円）

歳　　入 歳　　出
一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

簡 易 水 道

漁 業 集 落 排 水

公設合併処理浄化槽

計

病 院 事 業

公共下水道
事 業

特定環境保全
公共下水道事業

水 道 事 業

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

38,284,796

7,349,480

935,054

6,825,008

86,815

45,823

164,212

15,406,392

37,067,635

7,200,965

928,363

6,607,806

85,569

22,942

147,665

14,993,310
1,430,697
135,350
993,788
893,320
168,187
68,131

1,109,834
501,140

1,494,871
214,541
946,896
1,247,876
165,287
105,988
1,043,501
1,088,892

△64,174
△79,191
46,892

△354,556
2,900

△37,857
66,333

△587,752

差　　引
1,217,161

148,515

6,691

217,202

1,246

22,881

16,547

413,082

特

別

会

計

企

業

会

計

区　　　　　分

※差引額には、翌年度への繰越額が含まれています。
※企業会計の資本的収支の不足額は、損益勘定留保資金などの補てんがされて
　おり、現金収支における損失はありません。

用語解説
：

：

：

：

：
：

地 方 交 付 税

市 　 　 　 債

公 　 債 　 費

普通建設事業費

物 　 件 　 費
繰 出 金

地方公共団体の財政の偏りを調整する目
的で、国が交付するお金。
大規模な事業を行うときなど、国や金融
機関などから借り入れるお金。
市が、国や金融機関などから借りたお金
を返す経費。
道路や学校などの公共公用施設の新・増
築などの建設にかかる経費。
旅費や消耗品費、委託料など。
一般会計と特別会計、または、特別会計
の相互間において支出される経費。

反 

対 

討 

論
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〇
中
部
病
院
事
務
局

〔
質
疑
の
概
要
〕

 

問
約
６
４
０
０
万
円
の
赤
字
と
の
説
明

だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
入
院
が

減
っ
た
こ
と
が
原
因
か
。 

答
新
型
コ
ロ
ナ
で
の
受
診
控
え
と
医
師

不
足
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。
現
在
、

医
師
不
足
は
解
消
で
き
て
い
る
。

〇
健
康
増
進
課

■
地
域
医
療
対
策
事
業

〔
質
疑
の
概
要
〕

問
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
状
況
は
ど
う

か
。

答
21
件
の
要
請
が
あ
り
20
件
運
航
し

た
。

〇
こ
ど
も
課

■
き
め
細
や
か
な
子
ど
も
見
守
り
事
業

〔
質
疑
の
概
要
〕

問
相
談
件
数
と
虐
待
件
数
が
前
年
よ
り

ぐ
ん
と
増
え
て
い
る
と
思
う
が
、
新
た

な
対
策
等
は
あ
る
か
。

答
増
加
の
理
由
と
し
て
、
令
和
３
年
７

月
か
ら
児
童
相
談
所
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

が
無
料
に
な
っ
た
こ
と
と
、
普
及
の
広

報
活
動
が
あ
る
。
対
策
と
し
て
、
市
の

こ
ど
も
課
と
関
係
機
関
で
要
保
護
、
要

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
定
期
的
な

情
報
共
有
を
す
る
機
会
を
設
け
た
。

〇
学
校
教
育
課

■
教
育
環
境
サ
ポ
ー
ト
事
業

〔
質
疑
の
概
要
〕

問
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
は
、

学
習
支
援
員
や
生
活
支
援
員
と
ど
の
よ

う
に
違
う
の
か
。

答
教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
た
め
に
導

入
さ
れ
た
制
度
で
、
印
刷
業
務
、
子
ど

も
の
採
点
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
。

■
学
校
教
育
課
バ
ス
更
新
事
業

　

老
朽
化
し
た
バ
ス
を
更
新
す
る
た
め

に
要
し
た
経
費
で
す
。

※

島
田
修
氏
か
ら
の
寄
附
金
１
０
０
０

万
円
を
歳
入
と
し
て
計
上
し
ま
し
た
。

第
２
分
科
会（
文
教
厚
生
部
門
）

〇
危
機
管
理
室

■
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事

業
　

デ
ジ
タ
ル
戸
別
受
信
機
の
普
及
を
図

る
と
と
も
に
、
不
要
に
な
っ
た
ア
ナ
ロ

グ
戸
別
受
信
機
の
撤
去
を
行
い
ま
し

た
。

〔
質
疑
の
概
要
〕

 

問
施
設
に
入
居
し
た
場
合
な
ど
、
使
わ

な
く
な
っ
た
時
に
ど
う
す
る
の
か
問

う
。

答
戸
別
受
信
機
は
貸
与
品
な
の
で
、
危

機
管
理
室
へ
返
却
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
市
内
の
別
の
地
区
に
引
っ
越
す
場

合
は
、
周
波
数
等
の
関
係
で
使
用
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
の
地
区

に
合
っ
た
も
の
と
交
換
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

〇
総
合
政
策
課

■
飫
肥
の
ま
ち
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
　

飫
肥
地
区
の
各
種
団
体
、
行
政
等
で

構
成
す
る
飫
肥
の
ま
ち
再
興
連
携
会
議

を
開
催
し
、
情
報
共
有
を
図
る
な
ど
、

飫
肥
の
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
ま
ち

が
再
興
す
る
た
め
の
取
組
を
行
い
ま
し

た
。

〔
質
疑
の
概
要
〕

 

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
は
、
ま
だ

日
南
に
住
ん
で
い
る
の
か
問
う
。

答
３
月
末
で
退
任
し
、
現
在
は
東
京
へ

帰
っ
て
い
る
。
い
つ
で
も
日
南
に
戻
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

〇
地
域
自
治
課

■
創
客
創
人
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
費

　
「
と
も
に
支
え
と
も
に
伸
び
ゆ
く
協

働
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
市
民
が

自
ら
考
え
行
動
し
、
市
と
連
携
し
な
が

ら
自
立
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

〔
質
疑
の
概
要
〕

 
問
指
定
管
理
に
変
更
す
る
考
え
は
な
い

の
か
問
う
。

答
今
ま
で
も
話
に
は
出
て
い
た
が
、
再

度
検
討
し
た
い
。

第
１
分
科
会（
総
務
市
民
部
門
）

所管事務調査のようす

委員会審査のようす
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〇
商
工
政
策
課

■
創
客
創
人
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
支

援
事
業
（
地
方
創
生
）

　

全
国
６
自
治
体
広
域
連
携
で
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、起
業
家
型
人
材
育
成
、

人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
、
事
業
成
長
支
援
に

伴
う
事
業
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、マ
ッ

チ
ン
グ
し
た
人
材
の
移
住
に
関
し
て
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
す
る
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

〔
質
疑
の
概
要
〕

問
こ
の
事
業
は
内
容
が
分
か
り
に
く

く
、
成
果
も
見
え
づ
ら
か
っ
た
が
、
今

後
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
令
和
４
年
度
は
見
直
し
を
図
り
、「
地

域
産
業
み
ら
い
創
生
事
業
」
と
し
て
産

業
経
済
分
野
の
課
題
に
絞
り
込
ん
で
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

〇
農
政
課

■
お
試
し
就
農
支
援
事
業（
地
方
創
生
）

　

新
規
就
農
者
が
農
業
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
研
修
前
の

体
験
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

〔
質
疑
の
概
要
〕

 

問
４
組
が
、
受
入
農
家
で
十
日
間
の
研

修
を
し
た
。
事
業
効
果
を
問
う
。

答
現
在
、
３
組
は
引
き
続
き
市
内
で
、

１
組
は
市
外
で
農
業
に
従
事
し
て
い

る
。
受
入
農
家
の
形
態
は
ハ
ウ
ス
き
ゅ

う
り
と
露
地
果
樹
栽
培
で
あ
る
。

〇
建
設
課

■
法
定
外
公
共
物
維
持
管
理
事
業

　
国
か
ら
譲
与
を
受
け
た
里
道
、水
路
、

約
３
万
箇
所
の
維
持
管
理
の
た
め
に
、

「
地
域
環
境
整
備
支
援
事
業
費
補
助
金
」

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
質
疑
の
概
要
〕

 

問
予
算
の
不
用
額
が
１
５
０
万
円
ほ
ど

出
て
い
る
。
補
助
金
の
活
用
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

答
本
事
業
は
30
万
円
を
上
限
に
資
材
な

ど
の
購
入
補
助
を
行
う
も
の
で
あ
る

が
、
令
和
３
年
度
は
申
請
が
16
件
と
少

な
か
っ
た
。

第
3
分
科
会（
産
業
建
設
部
門
）

委員会審査のようす

「市民と語る日南市議会」を開催します！！
　「市民の声を市政に反映させること」を目的に、市民の皆様との意見交換会を主とした議会報告会を開催いたし
ます。
　全市民の皆様を対象としておりますので、いずれの会場でも参加できます。
　議員が班別に分かれて、議会報告を行うとともに、各地域に関する内容で意見交換を行う予定にしております。
　皆様方のご参加をお待ちしております。（※マスク着用、手指消毒、検温のご協力をお願いします。）

南郷ハートフルセンター生涯学習館：11月9日（水）18：30～

平　 剛典 川口 和也 前田 幸雄 井福 秀子 北川 浩一郎

日南市議会議場：11月8日（火）18：30～

和足 恭輔 山田　  一 岩永 憲明 鈴村 和枝 安竹　 博

柿原 聡子 郡司 誠秀 中尾 貞美 富土 洋一 黒部 俊泰

北郷ふれあい交流センター：11月11日（金）18：30～

杉尾 麻起子

谷口 慎二
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■
日
南
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が

２
件
提
案
さ
れ
、
補
正
総
額
は
12
億
９

４
２
７
万
６
千
円
で
、
補
正
後
の
予
算

総
額
は
３
５
８
億
２
６
４
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け

て
い
る
事
業
者
等
へ
の
支
援
策
に
要
す

る
経
費
、
東
九
州
自
動
車
道
開
通
関
連

経
費
、
公
共
施
設
の
維
持
補
修
等
に
要

す
る
経
費
、
前
年
度
の
国
県
支
出
金
等

精
算
返
納
金
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
の

地
域
住
民
が
安
全
か
つ
円
滑
に
避
難
で

き
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
、
津
波

避
難
路
の
手
す
り
整
備
に
要
す
る
経

費
、希
望
す
る
誰
も
が
安
心
し
て
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
で
き
る
環
境
を
実
現
す

る
た
め
、
子
育
て
相
談
窓
口
の
機
能
強

化
の
取
組
に
要
す
る
経
費
な
ど
の
ほ

か
、台
風
14
号
に
よ
り
被
災
し
た
市
道
、

農
道
、
林
道
及
び
そ
の
他
公
共
施
設
等

の
災
害
復
旧
に
係
る
経
費
の
補
正
を
行

い
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
下
段
か
ら

の
委
員
会
審
査
内
容
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◇
令
和
３
年
度
日
南
市
健
全
化
判
断
比

　

率
の
報
告
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
や
公
営
企

業
会
計
等
の
資
金
不
足
は
生
じ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
実
質
公
債
比
率
は
前
年
度

比
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◇
令
和
３
年
度
日
南
市
公
営
企
業
資
金

　

不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金
不

足
比
率
で
、
全
て
の
会
計
で
資
金
不
足

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
日
南
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
改

　

修
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

　

て

  【
内
容
】

　

○
契
約
の
方
法

　
　
　

企
画
競
争
入
札

　

○
契
約
の
金
額

　
　
　

１
４
７
，
４
０
０
，
０
０
０
円

　

○
契
約
の
相
手
方

　
　
　

長
谷
川
体
育
施
設
株
式
会
社

　
　
　

九
州
支
店
（
福
岡
県
福
岡
市
）

一
般
会
計
補
正
予
算
の
概
要

◇
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
事
業

【
１
０
３
９
万
７
千
円
】

　

本
市
へ
の
移
住
促
進
を
図
る
た
め
、

移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

に
、
生
活
環
境
や
移
住
施
策
等
を
紹
介

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る

ほ
か
、
県
の
移
住
支
援
金
の
追
加
や
、

移
住
世
帯
に
対
し
て
、
新
生
活
に
係
る

費
用
を
支
援
す
る
経
費
で
す
。

【
審
査
内
容
】

問
移
住
定
住
を
真
剣
に
考
え
る
の
で
あ

れ
ば
、委
託
先
の
人
数
を
増
や
す
と
か
、

魅
力
の
発
信
の
仕
方
を
考
え
る
な
ど
、

工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
問
う
。

答
他
市
は
ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
関
係
人

口
を
増
や
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
を
参
考
に
、
県
外
の
方
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
考
え
た
い
。
ま
た
、Ｐ
Ｒ
を

含
め
て
、
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ
う
に

連
携
を
取
り
た
い
。

◇
非
常
備
消
防
一
般
事
務
費

【
１
７
２
万
２
千
円
】

　

消
防
団
員
へ
の
装
備
品
に
要
す
る
経

費
（
防
火
コ
ー
ト
30
着
分
）
で
す
。

【
審
査
内
容
】

問
全
部
で
何
着
に
な
る
か
を
問
う
。

答
令
和
３
年
か
ら
７
年
に
か
け
て
48
部

に
３
着
ず
つ
、
合
計
で
１
４
４
着
の
予

定
で
あ
る
。

◇
庁
舎
等
管
理
費
事
業
（
南
郷
）

【
１
５
３
５
万
円
】      

　

老
朽
化
し
た
旧
南
郷
町
総
合
支
所
解

体
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
・
分
析
及

び
老
朽
化
し
た
旧
南
郷
町
総
合
支
所
東

別
館
の
解
体
工
事
の
費
用
で
す
。

【
審
査
内
容
】

問
旧
南
郷
町
総
合
支
所
の
解
体
工
事
は

来
年
度
に
行
う
の
か
を
問
う
。

答
新
年
度
予
算
で
、
解
体
工
事
の
予
算

を
立
て
る
予
定
に
し
て
い
る
。
ア
ス
ベ

ス
ト
の
調
査
結
果
次
第
で
予
算
が
変
わ

る
と
思
わ
れ
る
。

◇
津
波
対
策
緊
急
整
備
事
業

【
２
３
１
万
３
千
円
】

　

津
波
対
策
に
係
る
津
波
緊
急
避
難
路

の
改
修
（
手
す
り
整
備
）
に
要
す
る
経

費
で
す
。　

①
塩
鶴
地
区
津
波
避
難
路
（
大
堂
津
・

　

塩
鶴
地
区
）　 　
　
　
　

 

８
８
万
円

②
目
井
津
ヶ
丘
児
童
公
園
津
波
緊
急
避

　

難
場
所
（
南
郷
・
目
井
津
地
区
）

９
３
万
９
４
０
０
円

③
大
権
現
神
社
津
波
緊
急
避
難
所
（
南

　

郷
・
栄
松
地
区
）

　
　
　
　
　
　

 

４
９
万
３
５
７
０
円

総
務
市
民
委
員
会

そ
の
他
の
議
案

報 

告 

案 

件
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◇
小
学
校
施
設
整
備
事
業

【
２
２
６
０
万
円
】

◇
中
学
校
施
設
整
備
事
業

【
１
０
９
５
万
円
】

　

学
校
施
設
の
経
年
劣
化
等
に
伴
う
修

繕
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
審
査
内
容
】

問
修
繕
料
の
内
容
を
問
う
。

答
エ
ア
コ
ン
の
更
新
が
小
学
校
８
校
、

中
学
校
３
校
、
そ
の
他
突
発
的
な
修
繕

が
多
い
。

◇
介
護
施
設
物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業

（
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
）

【
４
９
３
７
万
９
千
円
】

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
燃
油
や
資
材
の

価
格
上
昇
等
で
影
響
を
受
け
て
い
る
１

６
３
事
業
所
に
、
物
価
等
上
昇
分
の
２

分
の
１
を
支
援
す
る
経
費
で
す
。

◇
き
め
細
や
か
な
子
ど
も
見
守
り
事
業

【
１
７
０
万
１
千
円
】

　

令
和
５
年
度
の
子
ど
も
家
庭
支
援
拠

点
設
置
準
備
に
向
け
た
訪
問
支
援
・
虐

待
対
応
の
た
め
の
専
用
公
用
車
購
入
な

ど
の
経
費
で
す
。

◇
保
育
所
等
給
食
緊
急
支
援
事
業
（
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
）【
６
４
９
万
５
千
円
】

　

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
23
施
設

に
一
人
３
０
０
円
の
支
援
を
４
月
に
さ

か
の
ぼ
り
行
う
た
め
の
経
費
で
す
。

◇
日
南
市
立
中
部
病
院
経
営
健
全
化
事

業　
　
　
　
　
【
１
１
２
７
万
１
千
円
】

　

日
南
串
間
医
療
圏
医
療
需
要
等
調
査

業
務
に
要
す
る
経
費
で
す
。

◇
医
療
関
連
施
設
物
価
高
騰
対
策
支
援

事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
）

【
２
８
５
２
万
６
千
円
】

　

価
格
上
昇
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る

医
療
関
連
施
設
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
要
す
る
経
費
を
支
援
す
る
た
め

の
経
費
で
す
。　

◇
福
祉
施
設
物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業

（
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
）【

１
１
７
０
万
円
】

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
対

し
て
、
経
営
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
に

物
価
等
上
昇
分
の
２
分
の
１
を
支
援
す

る
経
費
で
す
。

【
審
査
内
容
】

問
ど
の
施
設
が
対
象
か
。

答
つ
よ
し
学
園
、
北
郷
荘
、
お
お
ぞ
ら

園
、
サ
ン
・
ス
マ
イ
ル
等
39
事
業
所
。

文
教
厚
生
委
員
会

◇
地
場
産
品
販
路
拡
大
・
競
争
力
強
化

支
援
事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
）

【
５
９
１
万
８
千
円
】

　

日
南
市
の
特
産
品
で
あ
る
焼
酎
の
蔵

元
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
維
持
・
拡
大
し
て
い
く

た
め
に
焼
酎
の
海
外
（
台
湾
）
へ
の
販

路
開
拓
を
促
進
す
る
経
費
で
す
。

◇「
じ
も
活
！
」
ギ
フ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
）

【
８
２
５
万
円
】

　

６
月
議
会
で
、
夏
冬
合
計
６
０
０
０

セ
ッ
ト
分
の
予
算
措
置
を
行
っ
た
が
、

販
売
予
定
数
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
３
０
０
０
セ
ッ
ト

分
を
追
加
す
る
経
費
で
す
。

◇
観
光
誘
致
宣
伝
事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
）　　
　

  　
　
【
３
８
７
０
万
円
】

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
「
新
し
い

生
活
様
式
」
へ
の
対
応
及
び
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
、
物
価
高
騰
対
策
に
資
す
る

観
光
施
設
へ
の
整
備
に
対
し
て
の
支

援
、
並
び
に
東
九
州
自
動
車
道
の
開
通

に
合
わ
せ
た
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
メ
デ
ィ

ア
展
開
を
中
心
と
し
た
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
審
査
内
容
】

問
何
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か
。

答
焼
酎
な
ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
繋
が

る
よ
う
な
も
の
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。

◇
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
南
郷
キ
ャ
ン

プ
20
周
年
記
念
事
業　
【
２
６
０
万
円
】

　

２
０
０
４
年
に
始
ま
り
、
20
年
を
迎

え
る
春
季
キ
ャ
ン
プ
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

に
要
す
る
経
費
で
す
。

◇
さ
く
ら
ヒ
ル
ズ
北
郷
整
備
事
業　
　

【
７
８
０
万
円
】

　

令
和
４
年
度
末
に
開
通
が
見
込
ま
れ

る
東
九
州
自
動
車
道
に
合
わ
せ
、
旧
市

営
住
宅
跡
地
を
活
用
し
た
さ
く
ら
ヒ
ル

ズ
北
郷
整
備
工
事
に
係
る
経
費
で
す
。

【
審
査
内
容
】

問
地
元
の
方
が
家
を
建
て
た
り
し
な
い

の
か
。

答
移
住
者
専
用
の
住
宅
地
と
な
る
た

め
、
市
外
か
ら
日
南
市
へ
移
住
す
る
方

へ
の
販
売
と
な
る
。

◇
未
来
へ
は
ば
た
く
園
芸
産
地
確
立
事

業　
　
　
　
　
　
　
　
【
９
０
０
万
円
】

　

園
芸
作
物
の
生
産
施
設
や
、
土
地
利

用
型
作
物
の
生
産
に
係
る
省
力
化
を
図

る
た
め
の
、
機
械
導
入
等
を
助
成
す
る

経
費
で
す
。

産
業
建
設
委
員
会
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日
南
市
の
将
来
を
担
う
小
・
中
学
生
が
、
自
分
の
市
の
姿
を
よ
く
見
つ
め
、

「
ふ
る
さ
と
日
南
市
」
へ
の
誇
り
と
愛
情
を
育
み
、
ま
ち
づ
く
り
に
進
ん
で
参
加

し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
子
ど
も
議

会
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
小
中
学
校
か
ら
代
表
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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〔地域経済の振興について、移住定住支援について、文化振興対策について、

　地域交通機関の利用促進について〕

〔国道220号沿いの市民の安全について、児童生徒の不登校について、森林等の

　二酸化炭素吸収源対策について〕

〔商工について、市の指定管理について、地域自治について〕

〔指定管理者制度について、キャッシュレス化について、骨髄バンクドナー支

　援について、南郷町複合機能施設について、災害対策について〕

〔土木・建築技師の確保について、職員への待遇改善について、原爆写真展に

　ついて、他自治体の政策事例について、市長の政治姿勢について、犯罪被害

　者等支援条例の制定について、市の制度の見直しについて〕

〔地域コミュニティとしての自治会機能について、行政運営上の課題について、

　道路行政について、公共施設について〕

〔未来共創・日南市魅力あるまちづくり構想について、堀川運河について〕

〔旧統一教会（世界平和統一家庭連合）と自治体との関わりについて、地球温

　暖化対策実行計画について、インボイス制度について、公共交通網整備につ

　いて、地域活性化に関する支援事業について、コロナ第７波の影響について〕

〔生活保護行政の改善について、子育て支援について、小中一貫校での諸課題

　について、日南市望洋台霊園について〕

〔コロナワクチン接種について、医療ケア児支援について、高齢者支援につい

　て、第一次産業支援について〕

〔物価高騰対策について、健康施策について、デジタル推進について、多様性

　の尊重について、教育行政について〕

〔市民の声について〕

　令和４年第５回定例会における「市政に対する一般質問」は、９月１４日、１５日、１６日の３日
間で行われ、１２人が個人質問に立ち、多岐にわたる内容で市の方針をただしました。

※議員の一般質問のようすは、議員顔写真下のＱＲコードをスマートフォン等で読み取って、動画で
　視聴できます。
　詳しくは、日南市議会事務局（電話：0987-31-1142）までお尋ねください。

〈登壇者と質問項目〉

１.

２.

３.

４.

５.

６.

７.

８.

９.

10.

11.

12.

以下、登壇順に質問と答弁の要旨を掲載しています。

市政を市政を

一 般 質 問問う！問う！

郡司　誠秀　議員

富土　洋一　議員

平　　剛典　議員

鈴村　和枝　議員

川口　和也　議員

杉尾麻起子　議員

北川浩一郎　議員

和足　恭輔　議員

井福　秀子　議員

柿原　聡子　議員

黒部　俊泰　議員

前田　幸雄　議員
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地
域
経
済
の
振
興
に
つ
い
て

問
全
国
カ
ツ
オ
ま
つ
り
サ
ミ
ッ
ト
を
誘

致
し
な
い
か
。

答
日
本
カ
ツ
オ
文
化
研
究
所
の
意
向
や
、

市
内
４
漁
協
や
関
係
機
関
等
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問
商
工
会
議
所
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
の

活
用
に
つ
い
て
問
う
。

答
会
議
所
と
意
見
交
換
の
後
、
連
携
を

取
り
な
が
ら
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

移
住
定
住
支
援
に
つ
い
て

問
移
住
実
績
を
上
げ
る
た
め
に
、
相
談

業
務
ス
タ
ッ
フ
を
充
実
で
き
な
い
か
。

答
現
在
、
専
門
相
談
員
一
人
を
配
置
し

て
い
る
が
、
各
市
の
状
況
を
聞
き
、
対

応
で
き
る
体
制
に
努
め
る
。

 

文
化
振
興
対
策
に
つ
い
て

問
「
日
本
に
お
け
る
モ
ダ
ン
・
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
の
建
築
」
に
選
ば
れ
た
文
化
セ

ン
タ
ー
の
利
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

答
価
値
あ
る
施
設
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
う
よ
う
、
見
学
会
や
講
座
等
を

開
い
て
い
く
。

問
南
郷
町
歴
史
文
化
財
の
保
存
と
活
用
、

語
り
部
の
育
成
を
し
な
い
か
。

答
文
化
財
は
学
習
と
い
う
形
で
活
用
し
、

語
り
部
も
、
育
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
必

要
な
協
力
を
し
て
い
く
。

 

地
域
交
通
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

問
生
活
支
援
グ
ル
ー
プ
等
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
タ
ク
シ
ー
の
、
活
用
の
検
討

を
し
て
い
る
か
。

答
ま
ず
、「
地
域
未
来
づ
く
り
支
援
事
業
」

の
充
実
を
図
り
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
課
題
解
決
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

く
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
デ
マ
ン
ド
型

（
予
約
型
）
で
利
活
用
で
き
な
い
か
。

答
今
後
の
対
応
に
向
け
、
地
域
や
利
用

者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
利
便
性
の
高

い
交
通
網
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

郡司 誠秀

自由民主党
日南市議団

森林を伐採している様子

今年7月に仙台で開催された、
第3回「全国カツオまつりサミット」

 

国
道
２
２
０
号
の
規
制
雨
量
に
つ
い
て

問
規
制
雨
量
で
、
通
行
止
め
の
時
の
医

療
機
関
は
、
ど
う
し
て
い
る
の
か
問
う
。

答
救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
は
、
国
土

交
通
省
の
許
可
を
得
て
通
行
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

問
市
道
富
土
郷
之
原
線
は
、
今
後
も
整

備
を
す
る
の
か
問
う
。

答
県
道
昇
格
に
よ
る
抜
本
的
な
道
路
整

備
を
継
続
的
に
要
請
し
、
市
道
と
し
て

防
災
対
策
工
事
を
継
続
的
に
実
施
す
る
。

 

小
・
中
学
生
の
ゲ
ー
ム
障
害
に
つ
い
て

問
児
童
生
徒
が
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い

る
か
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
問
う
。

答
県
教
育
委
員
会
が
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
小
学
生
約
45
％
、
中
学
生
約
80
％

が
「
持
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

問
ゲ
ー
ム
障
害
の
生
徒
が
い
る
か
問
う
。

答
学
校
も
教
育
委
員
会
も
、
い
る
こ
と

は
把
握
し
て
い
る
。

問
ゲ
ー
ム
障
害
に
て
、
児
童
生
徒
の
不

登
校
生
徒
が
い
る
の
か
問
う
。

答
不
登
校
生
徒
で
、
ゲ
ー
ム
障
害
等
が

原
因
と
思
わ
れ
る
児
童
生
徒
は
い
る
。

問
適
応
指
導
教
室
の
対
応
を
問
う
。

答
児
童
生
徒
が
増
え
て
対
応
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

森
林
の
保
全
・
管
理
に
つ
い
て

問
伐
採
や
間
伐
、
植
栽
の
時
期
等
の
保

全
活
動
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

答
伐
採
後
、
速
や
か
に
植
栽
し
、
再
造

林
へ
の
補
助
や
植
栽
ま
で
の
一
貫
し
た

施
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
森
林
の
伐
採
に
て
、
土
砂
災
害
防
止

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
か
問
う
。

答
伐
採
業
者
立
会
い
の
も
と
、
災
害
を

未
然
に
防
ぐ
取
組
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
林
業
の
育
成
に
つ
い
て
問
う
。

答
過
酷
な
労
働
環
境
か
ら
慢
性
的
な
労

働
力
不
足
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
整
備

担
い
手
確
保
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

児
童
生
徒
の

　
ゲ
ー
ム
障
害
対
策
を

多
く
の
若
者
が
集
ま
る

　 
ま
ち
づ
く
り
対
策
を
!

富士 洋一

自由民主党
日南市議団
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コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
の
続
く
事
業
所
に
つ   

 

い
て

問
県
の
医
療
非
常
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
回
復
し
か
け
て
い

た
経
営
が
再
び
悪
化
し
て
い
る
。
運
転

資
金
等
の
確
保
の
た
め
、
市
独
自
の
現

金
給
付
的
な
支
援
は
考
え
ら
れ
な
い
か

を
問
う
。

答
今
後
、
国
・
県
の
コ
ロ
ナ
経
済
対
策

の
動
向
と
連
動
し
、
支
援
策
が
講
じ
て

い
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
注
視
し
て
い

く
。

 (

仮
称)

道
の
駅
北
郷
に
つ
い
て

問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
一
年
遅
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
指
定
管
理
者
は
収
益
の
な
い

中
で
、
駅
長
候
補
者
の
人
件
費
な
ど
自

主
財
源
を
捻
出
し
な
が
ら
準
備
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
当
初
の
オ
ー
プ

ン
予
定
で
あ
っ
た
今
年
度
秋
に
、
正
式

に
指
定
管
理
者
と
し
て
決
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
を
問
う
。

答
指
定
管
理
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議

決
を
経
て
、
指
定
管
理
者
と
し
て
決
定

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

現
在
の
予
定
と
し
て
は
、
本
体
工
事

の
着
工
や
出
荷
体
制
づ
く
り
の
進
捗
を

踏
ま
え
、
開
業
の
半
年
前
で
あ
る
３
月

議
会
に
お
い
て
、
指
定
管
理
議
案
を
提

案
予
定
と
し
て
い
る
。

 

飲
食
店
街
の
街
灯
設
置
に
つ
い
て

問
飲
食
店
街
に
は
街
灯
が
無
く
、
飲
食

店
閉
店
後
は
看
板
の
明
か
り
が
消
え
、

防
犯
上
も
安
全
を
確
保
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。
以
前
の
一
般
質
問
の
際
に
、

他
市
の
状
況
を
調
査
す
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
問

う
。

答
市
で
補
助
を
す
る
な
ど
、
設
置
、
維

持
管
理
等
を
行
っ
て
い
く
事
例
は
無
く
、

現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。

平　 剛典

自由民主党
日南市議団

 

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

問
大
堂
津
海
水
浴
場
子
ど
も
プ
ー
ル
の

使
用
料
を
こ
れ
ま
で
徴
収
し
た
こ
と
が

あ
る
の
か
、
市
の
認
識
と
経
緯
を
問
う
。

答
指
定
管
理
と
な
っ
て
以
降
徴
収
し
て

い
な
い
。
過
去
に
何
度
か
未
徴
収
を
認

識
し
た
際
に
適
切
な
対
応
や
指
定
管
理

者
と
の
協
議
・
是
正
を
怠
っ
た
こ
と
が

長
期
に
わ
た
り
未
徴
収
と
な
っ
た
要
因

で
あ
り
、
認
識
の
甘
さ
と
対
応
の
不
備

が
原
因
で
あ
る
。

問
条
例
に
基
づ
く
徴
収
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
指
定
管
理
者
を
指
導
監
督
す
る
立
場

で
あ
る
市
側
の
法
令
順
守
に
対
す
る
認

識
の
甘
さ
が
原
因
で
あ
る
。

問
事
業
報
告
や
収
支
・
決
算
等
の
必
要

書
式
を
作
成
し
統
一
化
で
き
な
い
か
。

答
目
的
や
性
質
、
事
業
内
容
が
異
な
る

た
め
書
式
の
統
一
は
困
難
で
あ
る
。

問
任
せ
て
終
わ
り
で
は
な
く
相
互
の
意

思
の
疎
通
が
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
不
適
切
事
例
が
発
生
し
た
こ
と
は
、

意
思
の
疎
通
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と

も
一
因
と
考
え
る
。
今
年
度
よ
り
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
実
施
要
領
に
基
づ
き
、
し
っ

か
り
と
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
く
。

 

骨
髄
ド
ナ
ー
支
援
に
つ
い
て

問
骨
髄
ド
ナ
ー
へ
の
助
成
を
制
度
化
で

き
な
い
か
。

答
国
で
の
統
一
的
な
対
応
を
宮
崎
県
市

長
会
を
通
じ
て
強
く
要
望
し
て
い
く
。

 

災
害
対
策
に
つ
い
て

問
避
難
者
の
多
い
体
育
館
な
ど
国
の
緊

急
防
災
減
災
事
業
債
を
活
用
し
て
、
エ

ア
コ
ン
設
置
で
き
な
い
か
問
う
。

答
主
要
な
避
難
所
と
な
る
体
育
館
は
多

目
的
体
育
館
と
、
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ
が

あ
る
。
多
目
的
体
育
館
は
建
設
当
時
に

配
管
等
の
設
備
が
な
さ
れ
て
い
る
が
建

設
か
ら
34
年
経
過
し
使
え
る
か
ど
う
か
、

ま
ず
は
調
査
を
実
施
し
た
い
。

法
令
順
守
の
徹
底
を

　
市
民
に
わ
か
り
や
す
く

市
内
事
業
所
か
ら

 
廃
業
を
出
さ
な
い
取
組
を
!!

鈴村 和枝

自由民主党
日南市議団

大堂津海水浴場の子どもプール

二度とこのような事態にならないことを望む
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帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
に
つ
い
て

問
一
部
助
成
制
度
は
、
全
国
の
33
自
治

体
で
実
施
さ
れ
、
九
州
で
も
国
東
市
、

太
宰
府
市
が
実
施
し
て
い
る
。
実
施
し

て
い
る
自
治
体
の
内
容
を
も
と
に
、
補

助
制
度
は
実
施
が
可
能
で
は
な
い
か
。

答
国
の
定
期
予
防
接
種
化
の
結
論
が
な

さ
れ
て
な
い
中
で
、
県
内
自
治
体
で
の

実
施
も
な
い
た
め
、
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

 

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
に
つ     

 

い
て

問
給
食
費
が
他
自
治
体
よ
り
高
い
の
は
、

地
産
地
消
の
取
組
み
で
市
内
産
の
優
先

使
用
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、
地

産
地
消
は
、
市
の
政
策
と
位
置
づ
け
さ

れ
る
も
の
で
、
保
護
者
に
転
嫁
す
べ
き

で
は
な
い
。
そ
の
分
の
単
価
は
引
き
下

げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
地
産
地
消
を
推
進
し
、
子
供
た
ち
の

健
康
な
生
活
基
盤
づ
く
り
に
寄
与
す
る

学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
く
。

 

県
の
不
育
症
助
成
に
上
乗
せ
す
る
市
の

 

助
成
制
度
化
を

問
串
間
市
の
上
乗
せ
助
成
は
、
期
間
内

限
度
額
４
万
円
で
あ
る
。
日
南
保
健
所

管
内
の
対
象
者
は
、
昨
年
は
１
人
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
日
南
市
で
も
制
度
化

は
可
能
で
は
な
い
か
。

答
助
成
実
施
の
市
や
実
績
も
少
な
い
こ

と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
助
成
が
必
要
な

の
か
、
総
合
的
に
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

 

市
内
土
木
・
建
築
業
界
に
お
け
る
技
師

 

確
保
へ
新
た
な
対
応
策
の
創
設
を

問
市
内
で
の
技
師
確
保
の
た
め
に
、
一

定
条
件
下
で
の
教
育
資
金
貸
付
策
な
ど

の
、
新
た
な
制
度
創
出
等
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
技
師
確
保
の
新
た
な
制
度
創
出
は
、

市
内
各
種
団
体
等
と
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

川口 和也
民主クラブ

産業道路沿い田中書店付近
の交差点

技師が減少している
土木・建築業界

 

自
治
会
機
能
に
つ
い
て

問
自
治
会
長
・
役
員
の
な
り
手
不
足
の

状
況
を
把
握
し
て
い
る
の
か
問
う
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
「
役
員

選
出
」
問
題
が
一
番
多
か
っ
た
。

問
自
治
会
長
・
役
員
選
出
が
不
可
能
と

な
っ
た
場
合
、
市
と
し
て
対
応
す
る
た

め
の
手
立
て
が
あ
る
の
か
問
う
。

答
自
治
会
等
活
性
化
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
議
論
し
て
い
く
。

 

交
差
点
改
良
に
つ
い
て

問
産
業
道
路
と
県
道
風
田
線
（
田
中
書

店
付
近
）
に
右
折
帯
が
な
い
た
め
渋
滞

す
る
。
高
速
道
路
開
通
で
、
今
以
上
に

渋
滞
が
発
生
す
る
。
計
画
を
立
て
事
業

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
を
問
う
。

答
右
折
帯
利
用
の
必
要
性
は
高
い
と
考

え
て
い
る
。
用
地
地
権
者
の
意
向
調
査

を
行
い
、
事
業
実
施
に
向
け
検
討
し
て

い
く
。

 
道
路
愛
護
作
業
に
つ
い
て

問
自
治
会
等
が
除
草
作
業
を
担
っ
て
い

る
市
道
は
何
路
線
な
の
か
問
う
。

答
２
３
７
路
線
で
あ
る
。

問
道
路
愛
護
作
業
補
助
金
ア
ッ
プ
見
直

し
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
問
う
。

答
補
助
金
算
出
方
法
の
見
直
し
検
討
を

行
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
 

公
共
施
設
に
つ
い
て
　

問
市
町
村
合
併
の
結
果
、
同
様
の
利
用

形
態
の
施
設
を
複
数
抱
え
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
再
配
置
に
つ

い
て
問
う
。

答
施
設
機
能
の
統
合
な
ど
に
よ
る
再
配

置
な
ど
、
今
後
の
公
共
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
整
理
し
て
い
く
。

問(

仮
称)

道
の
駅
北
郷
は
、
防
災
施
設

機
能
を
併
せ
持
つ
と
聞
い
て
い
る
が
、

整
備
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
問

う
。

答
備
蓄
倉
庫
の
整
備
と
非
常
用
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
６
箇
所
を
活
用
す
る
設

計
と
な
っ
て
い
る
。

先
を
見
据
え
た

 

明
確
な
青
写
真
を
！

誰
に
も
や
さ
し
く

　
特
色
あ
る
日
南
市
へ

杉尾麻起子

自民党
令和の会
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
い
て

問
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
の
取
組
を
問
う
。

答
本
年
６
月
か
ら
、
地
域
未
来
づ
く
り

支
援
事
業
を
開
始
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
派
遣
し
、
地
域
課
題
の
掘
り
起

こ
し
や
自
主
的
な
話
し
合
い
な
ど
、
住

民
同
士
で
支
え
合
う
事
業
の
創
出
を

図
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
酒
谷
地
区
を

対
象
に
実
施
し
、
事
業
成
果
が
市
内
に

波
及
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

 

東
九
州
自
動
車
道
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
創

 

出
に
つ
い
て

問
本
市
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
す
る
た

め
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作
成

し
、
テ
レ
ビ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
は
で
き
な
い
か
問
う
。

答
本
定
例
会
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧
で
き
る
動
画
や
電
子

雑
誌
制
作
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
た
。

今
後
、
テ
レ
ビ
に
限
ら
ず
様
々
な
媒
体

で
の
情
報
発
信
に
努
め
る
。

問
飫
肥
杉
を
テ
ー
マ
と
し
、
日
南
の
象

徴
と
な
る
よ
う
な
「
弁
甲
大
祭
」
の
立

ち
上
げ
は
考
え
ら
れ
な
い
か
問
う
。

答
日
南
の
誇
る
飫
肥
杉
は
、
こ
れ
ま
で

の
歴
史
な
ど
、
地
域
活
性
化
の
ひ
と
つ

と
し
て
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
飫
肥
杉
に
特
化
し
た

祭
り
の
開
催
は
考
え
て
い
な
い
。

 

堀
川
運
河
に
つ
い
て

問
花
峯
橋
の
今
後
の
在
り
方
を
問
う
。

答
橋
梁
全
体
に
わ
た
り
劣
化
し
て
い
る
。

仮
に
再
生
し
た
場
合
の
活
用
方
法
や
コ

ス
ト
、
地
域
振
興
面
で
の
意
義
や
効
果

な
ど
、
課
題
整
理
に
時
間
を
要
す
る
。

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。　
　

問
戸
村
基
金
活
用
の
取
組
を
問
う
。

答
基
金
条
例
に
基
づ
き
、
堀
川
運
河
周

辺
の
現
況
や
課
題
も
整
理
し
な
が
ら
関

係
課
職
員
で
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、

二
役
等
を
含
め
協
議
し
、
活
用
に
つ
い

て
整
理
を
進
め
る
。

      

北川浩一郎

自民党
令和の会

コミュニティバス
ジャカランダ号

老朽化が進む現在の花峯橋

 

旧
統
一
協
会
に
つ
い
て

問
旧
統
一
協
会
関
連
団
体
と
自
治
体
と

の
関
わ
り
が
各
地
で
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
日
南
市
は
ど
う
な
の
か
。

答
市
が
当
該
団
体
の
後
援
・
共
催
団
体

に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。

問
カ
ル
ト
団
体
な
ど
反
社
会
的
団
体
の

影
響
を
排
除
す
る
対
策
を
問
う
。

答
自
治
体
等
へ
の
影
響
は
徹
底
的
に
排

除
す
べ
き
。
国
の
政
策
や
他
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
、
効
果
的
方
策
を
取
り

入
れ
る
よ
う
努
め
る
。

 

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
つ
い
て

問
市
の
事
務
事
業
に
お
け
る
温
暖
化
防

止
対
策
を
問
う
。

答
本
年
度
は
新
た
に
電
気
自
動
車
を
３

台
購
入
予
定
。
新
庁
舎
に
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
、
電
気
自
動
車
の
充
電
ス
タ
ン

ド
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

問
温
暖
化
ガ
ス
排
出
抑
制
の
た
め
に
市

民
や
事
業
者
に
期
待
す
る
役
割
を
果
た

し
て
も
ら
う
に
は
「
減
ら
す
ミ
ニ
辞
典
」

を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

答
ど
の
よ
う
な
手
段
で
啓
発
し
た
ら
実

効
性
が
あ
る
の
か
検
討
す
る
。

 

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

問
発
注
元
が
発
注
先
に
イ
ン
ボ
イ
ス
登

録
を
強
要
す
る
こ
と
は
独
禁
法
違
反
の

疑
い
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
事
例
は
起
こ
っ
て
い
な
い
か
。

答
関
係
団
体
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な

事
例
の
相
談
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

 

公
共
交
通
網
整
備
に
つ
い
て

問
前
市
政
の
産
業
道
路
を
組
み
込
ん
で

の
市
街
地
循
環
バ
ス
運
行
計
画
は
現
在

も
生
き
て
い
る
の
か
。

答
生
き
て
い
る
。

問
市
営
住
宅
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
あ
る

産
業
道
路
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

実
証
実
験
を
実
施
し
て
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
実
証
実
験
は
考
え
て
い
な
い
が
、
計

画
実
現
に
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
。

旧
統
一
協
会
関
連
団
体
を

　  

徹
底
的
に
排
除
す
べ
き

魅
力
あ
る

　
ま
ち
づ
く
り
を
!!

和足 恭輔

日本共産党
日南市議団
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職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て

問
職
員
の
研
修
内
容
を
改
善
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
県
主
催
の
研
修
に
参
加
し
て
い
る
。

問
生
活
保
護
行
政
の
わ
か
り
や
す
い
手

引
き
書
を
つ
く
る
べ
き
だ
。

答
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
業
務
の
事
務
処
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
り
、
査
察
指
導
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
見
直
す
。

問
被
保
護
世
帯
に
適
切
な
訪
問
、
指
導

助
言
、
相
談
相
手
と
な
っ
て
い
る
か
。

答
訪
問
回
数
は
令
和
２
年
度
が
１
２
３

６
件
、
３
年
度
は
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る

自
粛
で
６
８
９
件
。
一
部
の
保
護
者
に

き
め
細
や
か
な
対
応
や
支
援
が
で
き
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

 

学
校
給
食
に
つ
い
て

問
学
校
給
食
費
が
県
下
一
高
い
原
因
は

何
か
。

答
安
心
安
全
な
地
元
食
材
を
地
元
業
者

か
ら
調
達
し
て
い
る
。

問
一
食
当
た
り
の
給
食
費
を
少
し
で
も

下
げ
ら
れ
な
い
か
。

答
物
価
高
騰
等
で
学
校
給
食
費
の
値
下

げ
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

 

小
中
一
貫
校
で
の
諸
課
題
に
つ
い
て

問
ア
リ
ー
ナ
は
北
郷
町
民
が
年
間
を
通

じ
使
用
し
、
部
活
動
が
十
分
で
き
な
い
。

ど
う
す
る
の
か
。

答
部
活
動
は
午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で

ア
リ
ー
ナ
の
半
分
を
優
先
的
に
使
用
し

て
い
る
。

問
卒
業
式
は
小
中
学
校
同
日
挙
行
と

な
っ
て
い
る
。
別
々
に
で
き
な
い
か
。

答
小
学
校
卒
業
後
に
児
童
が
登
校
す
る

意
義
を
今
後
丁
寧
に
相
談
す
る
。

 
日
南
市
望
洋
台
霊
園
に
つ
い
て

問
霊
園
内
に
駐
車
場
は
で
き
な
い
か
。

答
駐
車
場
か
ら
霊
園
ま
で
の
道
路
が
、

狭
く
危
険
な
た
め
難
し
い
。

問
市
道
望
洋
台
線
を
拡
幅
す
べ
き
だ
。

答
待
避
所
設
置
を
調
査
研
究
し
た
い
。 井福 秀子

日本共産党
日南市議団

買取支援サービスについて（市社会福祉協議会）

市道望洋台線

 

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
に
つ
い
て

問
18
歳
以
上
が
通
所
で
き
る
施
設
が
な

か
な
か
な
い
と
聞
く
。
通
所
で
き
る
施

設
数
を
問
う
。

答
18
歳
以
上
の
方
が
通
所
で
き
る
事
業

所
は
３
事
業
所
あ
る
。

問
入
所
で
は
な
く
通
所
で
、
で
き
る
限

り
家
族
で
一
緒
に
過
ご
し
た
い
と
希
望

さ
れ
る
ご
家
族
の
た
め
に
、
高
校
卒
業

以
降
の
通
所
施
設
な
ど
の
居
場
所
づ
く

り
が
必
要
と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

答
令
和
４
年
７
月
設
置
の
宮
崎
県
医
療

的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
や
関
係
機
関

等
と
連
携
し
、
居
場
所
づ
く
り
を
は
じ

め
と
し
た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

提
供
、
地
域
資
源
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

 

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

問
殿
所
地
区
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
買

い
物
サ
ポ
ー
ト
が
高
齢
者
の
方
に
好
評

と
聞
く
。
自
分
で
品
物
を
見
て
選
ん
で

買
い
た
い
け
ど
運
転
が
で
き
な
い
と
い

う
方
の
た
め
に
、
市
と
し
て
買
い
物
サ

ポ
ー
ト
事
業
は
で
き
な
い
か
問
う
。

答
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
現
在
の
「
買
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

が
充
実
す
る
よ
う
、
市
と
し
て
協
力
し

て
い
き
た
い
。

 

第
一
次
産
業
支
援
に
つ
い
て

問
細
胞
組
織
を
壊
さ
ず
急
速
冷
凍
が
で

き
、
味
・
風
味
・
鮮
度
を
保
持
す
る
機

械
と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
キ
ャ
ス
エ
ン

ジ
ン
」
を
取
り
入
れ
た
事
業
を
展
開
で

き
な
い
か
問
う
。

答
関
心
の
あ
る
事
業
者
に
対
し
て
情
報

提
供
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
企
業
が
「
キ
ャ
ス
エ
ン
ジ
ン
」
を
導

入
し
た
い
場
合
に
、
費
用
の
一
部
を
支

援
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
問
う
。

答
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
国
・
県

の
補
助
事
業
や
制
度
資
金
等
の
活
用
に

よ
る
支
援
を
行
い
た
い
。

誰
も
が
幸
福
に
な
れ
る

　
　
日
南
市
を
目
指
し
て

生
活
保
護
行
政
の

　
　
　
　
　
改
善
を

柿原 聡子
無会派
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物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問
生
活
保
護
世
帯
へ
水
道
基
本
料
金
等

の
減
免
制
度
を
導
入
し
、
福
祉
施
策
を

実
施
す
る
自
治
体
が
あ
る
。
本
市
も
減

免
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
多
額
の
予
算
が
講
じ
ら
れ
る
の
で
慎

重
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

 

骨
髄
ド
ナ
ー
支
援
に
つ
い
て

問
骨
髄
ド
ナ
ー
が
骨
髄
を
提
供
し
や
す

い
環
境
整
備
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
ド
ナ
ー

登
録
者
数
の
伸
び
悩
み
が
深
刻
な
状
況

で
あ
る
。
骨
髄
ド
ナ
ー
助
成
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答
重
要
な
問
題
と
受
け
止
め
て
い
る
。

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）
に
つ
い
て

問
担
当
課
に
よ
る
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ（
ア
ラ
イ
）

宣
言
の
取
組
状
況
を
問
う
。

答
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
は
、
性
的
少
数
者
を
理
解
、

支
援
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と

で
あ
り
、
地
域
自
治
課
窓
口
に
、
レ
イ

ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
を
掲
げ
て
い
る
。

問
新
庁
舎
を
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ラ
ー
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
取
組
は
し
な
い
か
。

答
計
画
し
て
い
な
い
が
、
市
民
に
啓
発

を
行
い
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問
パ
ー
ト
ナ
ー
宣
誓
証
明
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
と
、
市
か
ら
受
け
ら
れ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
取
組
状
況
を
問
う
。

答
現
在
、
市
営
住
宅
の
入
居
を
認
め
る

取
組
の
み
で
あ
る
。
今
後
、
他
市
の
状

況
を
研
究
し
て
い
く
。

 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

問
宮
崎
市
、
都
城
市
等
は
Ａ
Ｉ（
人
工
知

能
）
型
教
材
を
導
入
し
て
い
る
。
個
別

最
適
な
学
び
へ
の
取
組
状
況
を
問
う
。

答
現
在
、
授
業
支
援
ツ
ー
ル
の
ロ
イ
ロ

ノ
ー
ト
を
導
入
し
て
い
る
。
次
の
段
階

と
し
て
、
学
習
支
援
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル

教
材
の
導
入
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

十
分
に
精
査
し
、
導
入
に
向
け
て
今
後

さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

黒部 俊泰

公明党
日南市議団

都城市本庁内に設置の
サニタリーボックス

 

歯
科
医
の
日
曜
祝
日
当
番
医
に
つ
い
て

問
歯
科
医
以
外
の
日
曜
・
祝
日
当
番
医

は
あ
る
が
、
歯
科
医
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

答
実
施
自
治
体
の
状
況
を
参
考
と
し
、

設
置
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
く
。

問
県
内
で
も
７
自
治
体
で
実
施
し
て
い

る
が
、
本
市
で
も
実
施
に
向
け
歯
科
医

師
会
へ
要
望
は
で
き
な
い
か
。

答
要
望
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
当
番

医
設
置
の
必
要
性
な
ど
を
研
究
す
る
。

 

長
寿
祝
金
支
給
に
つ
い
て

問
平
成
30
年
度
に
、
88
歳
誕
生
日
で
の

祝
金
が
廃
止
に
な
っ
た
が
、
元
に
戻
せ

な
い
か
。

答
考
え
て
い
な
い
。

 

道
路
愛
護
作
業
補
助
金
に
つ
い
て

問
こ
の
概
要
に
つ
い
て
問
う
。

答
道
路
環
境
保
全
活
動
の
推
進
及
び
道

路
愛
護
運
動
の
普
及
啓
発
を
図
る
も
の

で
あ
り
、
補
助
金
の
上
限
額
は
、
一
自

治
会
等
へ
の
累
計
補
助
額
で
15
万
円
を

上
限
と
し
て
い
る
。

問
補
助
金
の
増
額
は
で
き
な
い
か
問
う
。

答
他
市
の
状
況
を
確
認
し
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

 

前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て

問
前
立
腺
が
ん
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
血
液
検
査
導

入
は
で
き
な
い
か
。

答
死
亡
率
減
少
効
果
の
有
無
を
判
断
す

る
証
拠
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
検
討

し
て
い
な
い
。

問
前
立
腺
が
ん
手
術
後
な
ど
で
尿
漏
れ

パ
ッ
ド
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ

る
。
そ
の
不
安
解
消
の
た
め
公
共
施
設

の
男
子
個
室
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答
都
城
市
な
ど
を
参
考
に
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

日
曜
・
祝
日
の

　

歯
科
当
番
医
の
実
現
を

多
様
性（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）の

　
　
　
　

尊
重
に
つ
い
て

前田 幸雄

公明党
日南市議団

地域自治課窓口の
レインボーフラッグ
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審議結果一覧
※令和４年第５回定例会の審議結果を掲載しております。

̶

̶

̶

̶

原案不認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

終　　了

終　　了

終　　了

原案承認

原案不認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

専決処分の報告について

令和３年度日南市健全化判断比率の報告について

令和３年度日南市公営企業資金不足比率の報告について

専決処分の承認を求めることについて

令和３年度日南市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度日南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度日南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度日南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度日南市病院事業会計決算の認定について

令和３年度日南市簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度日南市漁業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度日南市公共下水道事業会計決算の認定について

令和３年度日南市特定環境保全公共下水道事業会計決算の認定について

令和３年度日南市水道事業会計決算の認定について

令和３年度日南市公共下水道事業未処分利益剰余金の処分について

令和３年度日南市水道事業未処分利益剰余金の処分について

令和４年度日南市一般会計補正予算（第５号）

令和４年度日南市介護保険特別会計補正予算（第１号）

番　号 議　　　　　　　案　　　　　　　名
審 議 結 果

委員会 本会議

報告第18号

報告第19号

報告第20号

報告第21号

認 定 第１号

認 定 第２号

認 定 第３号

認 定 第４号

認 定 第５号

認 定 第６号

認 定 第７号

認 定 第８号

認 定 第９号

認定第10号

認定第11号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

令和３年度日南市公設合併処理浄化槽特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて
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原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

̶

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案同意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

令和４年度日南市公共下水道事業会計補正予算（第１号）

令和４年度日南市漁業集落排水事業会計補正予算（第１号）

令和４年度日南市公設合併処理浄化槽事業会計補正予算（第１号）

日南市税条例等の一部を改正する条例

（仮称）道の駅北郷建設建築主体工事の請負契約の締結について

日南総合運動公園陸上競技場改修工事の請負契約の締結について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

令和４年度日南市一般会計補正予算（第６号）

令和４年度日南市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

令和４年度日南市特定環境保全公共下水道事業会計補正予算（第１号）

令和４年度日南市漁業集落排水事業会計補正予算（第２号）

令和４年度日南市水道事業会計補正予算（第１号）

番　号 議　　　　　　　案　　　　　　　名
審 議 結 果

委員会 本会議

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

諮問第１号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

日南市議会議員及び日南市長の選挙における選挙運動の公営に関する条例
の一部を改正する条例

「日南市新庁舎建設建築主体工事（１工区）の請負契約の締結について」の
議決事項の一部変更について

「日南市新庁舎建設建築主体工事（２工区）の請負契約の締結について」の
議決事項の一部変更について



　
毎
年
九
月
議
会
は
、
前
年
度
の
会
計
決
算

を
認
定
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
が
行
わ
れ
ま

す
。今
か
ら
仕
事
を
や
ろ
う
と
す
る
予
算
と
、

仕
事
を
済
ま
せ
た
後
の
決
算
だ
が
、
予
算
に

対
し
て
決
算
審
査
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
ま
せ

ん
。
新
し
く
始
め
る
事
業
、
継
続
さ
れ
て
い

る
事
業
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど

り
、ど
の
よ
う
な
課
題
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
か

は
、
公
費
を
遣
う
意
味
で
大
事
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
　
　
　

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ど
れ
だ
け
の
税
金
を

納
め
て
も
ら
っ
た
か
、
国
・
県
か
ら
ど
れ
程

の
補
助
金
や
交
付
金
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
し

て
予
算
を
遣
っ
て
仕
事
を
進
め
た
結
果
、
ど

れ
だ
け
市
民
が
恩
恵
を
享
受
で
き
た
の
か
な

ど
を
審
査
し
ま
す
。
審
査
し
た
結
果
、『
問

題
あ
り
！
』
と
し
て
認
定
さ
れ
な
く
て
も
施

行
さ
れ
た
仕
事
を
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
政
策
の
変
更
と
手
順
の
再
検
討
は
必
要

と
さ
れ
ま
す
。

　
監
査
委
員
は
、
主
に
計
数
監
査
に
重
き
が

あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
議
会
は
政
策
成
果
の

監
視
に
重
き
を
置
い
て
、
市
民
に
応
え
る
予

算
執
行
に
結
び
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
記
） 

杉
尾 

麻
起
子  

【
広
報
広
聴
委
員
会
】　
　
　
　
　

委
員
長
　  

　
柿   

原
　
聡   

子

副
委
員
長
　
　
平  

　 

　
剛   

典

委
員
　
　
　
　
杉
　
尾
　
麻 

起 

子 

黒
　
部
　
俊
　
泰

岩
　
永
　
憲
　
明

和
　
足
　
恭
　
輔

編
　
集
　
後
　
記

編
　
集
　
後
　
記

[東九州自動車道の視察を行いました]
（8月から10月：抜粋）

　今年度も新型コロナウイルス感染拡大のため、国土
交通省や国の出先機関、宮崎県や宮崎県選出国会議員
等へ訪問しての要望活動ができないため、郵送での要
望活動になりました。
　その代わりに今後の日南市の経済活動等に大きく影
響する東九州自動車道「芳ノ元トンネル」工事につい
て、宮崎河川国道事務所の説明を受け、清武南～日南
北郷間の早期供用開始へ向けての進捗状況の視察を行
いました。
　難工事の「芳ノ元トンネル」の地滑り対策では、ト
ンネルの上部を軽くするための土砂除去作業や、地下
水の流れを変えるための地下水対策用のトンネルが設
置され、今年度開通（予定）に向けて懸命に工事が行
われています。　

議　会　日　誌議　会　日　誌

8日 　総務市民委員会行政視察(～9日)
18日　県道河川整備期成同盟会要望
22日　全員協議会
24日　日南串間広域不燃物処理組合議会定例会
29日　議会運営委員会、全員協議会（議案説明会）、
　　　広報広聴委員会

2日　議会運営委員会
5日　全員協議会、第5回定例会（開会）、広報広聴委員会
6日　本会議（質疑）、予算審査特別委員会全体会議、
　　　決算審査特別委員会全体会議・分科会
14日　本会議（一般質問）(～16日)
21日　委員会審査
27日　議会運営委員会、予算審査特別委員会全体会議、
　　　全員協議会、本会議（採決）、決算審査特別委員会
　　　全体会議、総合交通・産業活性化対策特別委員会
28日　決算審査特別委員会分科会(～30日)、

4日　決算審査特別委員会全体会議、
　　　予算審査特別委員会全体会議、委員会審査、
　　　本会議（採決・閉会）、議会改革推進特別委員会、
　　　広報広聴委員会
6日　全国高速自動車道市議会協議会理事会、
　　　宮崎県選出国会議員訪問

【９月】

【１０月】

【８月】

トピックストピックス

　日南市議会の本会議は、インターネットでのラ
イブ中継・録画放映でご視聴いただけます。

スマートフォン・タブレットをご利
用のかたは、右のＱＲコードから
アクセスください。

議会はインターネットでも
ご視聴いただけます！
議会はインターネットでも
ご視聴いただけます！

http://www.nichinan-city.stream.jfit.co.jp/
パソコンをご利用のかたは

本会議の傍聴をご希望の方は、議会開催日に、ふれあい健やかセンター５階の傍聴者受付までおこしください。
（※受付の際に、検温・手指の消毒・マスク着用のご協力をお願いします。） 

令和４年 1 2月定例会　開催予定令和４年 1 2月定例会　開催予定
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行政視察　日南市来訪
８月19日　高原町議会
10月13日　長野県岡谷市議会
　　18日　神奈川県小田原市議会
　　28日　千葉県白井市議会

○ 11月28日(月)　本会議（開会） 　　　 　　　　　○ 12月12日(月)～14日(水 )　委員会審査

○ 11月29日(火 )　本会議（質疑）　　　　　　　　  ○  12月16日(金 )　本会議（閉会）

○ 12月  ７日(水 )～９日(金 )　本会議（一般質問）　
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